
R6年2月8日時点

旭川市の性感染症の動向

 

１　性感染症４疾患定点医療機関報告数　

２　性感染症４疾患年代別割合
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（人）性器クラミジア感染症 男

女

計

「感染症法」では，指定届出機関（定点医療機関）は，患者発生状況を届け出ることになっていま
す。保健所では，４つの性感染症（性器クラミジア感染症，性器ヘルペスウイルス感染症，尖圭コン
ジローマ，淋菌感染症）について，定点医療機関からの報告に基づいて集計しています。感染症の集
計は，各年１月１日から１２月３１日までを一区切りとして行われます。

37
21 22 22 16

87
80

60 64

87

124

101

82 86
103

0

50

100

150

200

0

50

100

150

200

R元 R２ R３ R４ R５

（人）性器ヘルペスウイルス感染症
男

女

計
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（人）尖圭コンジローマ
男

女
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（人）淋菌感染症
男

女

計
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淋菌感染症

定点４疾患 年代別発生状況（令和５年）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳以上

性器クラミジア感染症は，定点医療機関から毎月報告される性感染症の中で，最も報告数の多い疾患です。
淋菌感染症は，男性に多く，性器クラミジア感染症，性器ヘルペスウイルス感染症，尖圭コンジローマは，女性に多
いのが特徴です。

性器クラミジア感染症，尖圭コンジローマ，淋菌感染症については20代，性器ヘルペスウイルス感染症については30

代が最も多く発生しています。
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淋菌感染症

定点４疾患 年代別割合（令和５年男性）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳以上
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定点４疾患 年代別割合（令和５年女性）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳以上

代が最も多く発生しています。

男女別に見ると，女性では１０～２０代の割合が男性より高く，若年化の傾向が見られます。


